
実績紹介
大阪府が公明党府議団の要望等を受け、実施した施策等を紹介します

周産期グリーフケアの支援拡充

2022.02

大阪府は「流産・死産等でお子さまを亡くされたご家族への支援について」 独立した公式ホーム
ページを開設しました。ホームページには、相談窓口や地域で活動されている自助グループの紹
介、厚生労働省からの関係通知など掲載しています。

取り組み
令和４年２月８日、府議会公明党内海久子、三浦寿子両議員と自助グループ「はちどりプロジェ
クト」代表は厚生労働省内で佐藤英道厚生労働副大臣に会い要望書とアンケート調査結果を手交
しました。伊佐進一衆議院議員と山本かなえ参議院議員も同席しました。
厚生労働省はこれを受けて、悲嘆（グリーフ）ケアに関し、産婦人科医療機関と自治体との情報
共有、連携について、記述された手引きを作成。
４月８日、厚生労働省は手引きの活用を促す通知を都道府県に発出しました。
内海議員は５月定例会で「相談窓口の設置や自助グループとの連携、流産・死産に特化したホー
ムページの作成」を質問。府は、「流産・死産等に関する内容をまとめたページを新たに作成す
る」「新たに死産・流産でお子さまを亡くされた方を対象にお話会（にじいろプレイス）を開催
し充実する」と応じていました。

概　要
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